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moateは５ｍｇ/kｇとし，各人体重に応じて投与量を決

定した．投薬は，昭和45年２月26日に前記学校保健室に
て，午前10時から11時までの間に行った．すなわち，各

学年毎に保健室に集め担任教師の指導のもとに一人一人

確実に服薬させた．昼食は駆虫剤投与後２時間後にとら
せた．薬剤投与前後下剤などの特別の措置は全くとって

いない．

４）治癒判定法

前検査に用いたと同じピンテープを用い駆虫剤投与後
１週目，２週目および３週目にそれぞれ週はじめ連続２

日計６回の検査を行い，全検査すべて虫卵陰性であった
ものを治癒とみなし，服用者に対するこれの百分比をも

って治癒率とした．

５）副作用の調査

副作用の調査は服薬直後から24時間の間について，著

者ら自身および担任教師により直接本人からの聞きとり
によって行った．

はじめに

著者らは，前報で最近広域駆虫剤として開発された

pyrantelpamoateの鉤虫に対する駆虫効果および本剤
の副作用について報告したが(横川ら，1970)，今回は本

剤の嶢虫に対する効果を，嶢虫の駆虫剤としてすぐれた

効果を示すpyrviniumpamoateと比較検討する機会を

得たのでその成績について報告する．

使用薬剤と試験方法

１）使用薬剤

Pyrantelpamoateの性状および構造式などについて

は前報で報告したので，ここには省略する．今回用いた

ものはその懸濁液剤で，淡黄色液状を呈し，１ｍ’中に

pyrantelbaseとして50ｍｇを含有する．本剤は台糖フ
ァイザー株式会社より提供を受けた．pyrviniumpa‐

moateは深紅色の懸濁液剤で，１ｍ’中にpyrvinium

baseとして10ｍｇを含有し，ポキール(Poquil；三共株

式会社）として市販されているものを用いた．以下

pyrantelおよびpyrviniumの表示量は塩基としての重
量を示す．

２）被検者

埼玉県東松山市高坂小学校生徒１年～６年の全員577

名についてピンテープ（日本寄生虫予防会）を用いて２

回検査を行い，118名（20.5％）の嶢虫卵陽性者を見出

し，これを無作為にＡ，Ｂの２群に分け，Ａ群62名には

pyrantelpamoateを，Ｂ群56名にはpyrviniumpa‐
moateを投与した．

３）投与量および投与方法

Pyrantelpamoateは10ｍｇ/kｇを，pyrviniumpa‐

成績

１）後検査の受検状況

投薬したのはＡ，Ｂ両群合せて118名であったが，週

２回ずつ６回の検査をしたのは95名(80.5％)であった．

すなわちＴａｂｌｅｌに示した如く，男子生徒60名中投薬

後１週目には全員検査を受けたが，２週目には55名(91.7

％）となり，３週目で６回の全検査を受けたものは42名
(70.0％）と減少した．女子生徒では１週，２週目には

全員検査を受けたが，３週目には53名（91.4％）と減少

したが，男子生徒に比べて受検率は高かった．次に

pyrantelpamoate投与群とpyrviniumpamoate投与
群とで比較してみると，Ｔａｂｌｅ２の如く，前者では62名

中３週目まで完全に検査を受けた者は54名(87.1％)であ＊日大理工学部薬学科

(４１）
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つたが，pyrviniumpamoate投与群では５６名中41名

〈73.2％)とかなり低率であった．

２）駆虫効果

後検査６回を完了した者について，その効果を比較し

たのがＴａｂｌｅ３である．これによると，pyrantelpa‐

moate投与群では，投薬後１週目（週はじめ連続２日検

査）には54名全員が嶢虫卵陰性であったが，２週目には

１名，３週目には更に１名が虫卵陽性となり，結局３週

目まで計６回の検査ですべて虫卵陰性であった者は54名

中52名(96.3％）であった．

Pyrviniumpamoate投与群では，４１名全員が３週目

までの６回の検査すべて嶢虫卵陰性であった．

３）副作用

服薬後24時間以内にみられた種々の訴えについて，こ

れを服薬直後から30分以内のものと，それ以後24時間以

内にみられたものとに分けてTable4に示した．すなわ

ちpyrantelpamoateでは，服薬直後から30分以内にみ

られたものは悪心のみで７名(118％)，pyrviniumpa‐

moateでは悪心を訴えたもの21名（37.5％)，嘔吐をし

たもの５名（8.9％）があった．しかしこれらは何れも，

一過性で服薬直後にみられ，１～２時間のうちに消退を

みている．特にpyrviniumpamoateの場合，その深紅

色の色彩，濃厚な甘味などから服薬をいやがるものが女

子生徒に多くみられ，いやいや服用したものに悪心，嘔

吐が多くみられたようである．

以上の点から考えると服薬直後にみられた悪心，嘔吐

は，薬剤の真の副作用と考えるよりは，懸濁液の色調，

味などが及ぼす心理的な影響が関係しているように思わ

れる．

服用後30分から24時間以内にみられた症状としては，

pyrantelpamoateでは腹痛２名，下痢１名，頭痛１名

の計４名（6.5％)，pyrviniumpamoateでは腹痛６名，

頭痛２名,そのうち１名が重複しているので計７名(12.5

％）であったが，何れも軽度で，特に臥床する程のもの

はなかった．

ＴａｂｌｅｌＮｏ.(％）ofpatientsreceivedanalswab

testsduring3consecutiveweeksbysex

Ｎｏ．（％）receivedanalswabtests＊
SexNo.treatedaftertreatment

1ｗｅｅｋ２weeks３weeks*＊

60(100％）５５（９１．７％）４２(70.0％）

58(100％）５８(100％）５３(91.496）

Ｍａｌｅ ６０

Ｆｅｍａｌｅ５８

＊Ａｎａｌｓｗａｂｔｅｓｔｓｗｅｒｅｍａｄｅａｔｌｓｔａｎｄ２nd

davsineveryweek．‐

*＊No.(％）receivedcompleteseriesofanalswａｂ
ｔｅｓｔｓ．

Table2No.(％）ofpatientsreceivedanalswabtests

during3consecutiveweeksbydrugｓｇｉｖｅｎ

No.(％)receivedanalswabtests＊
aftertreatment

Ｎｏ．of

Drugusedpatients
treated 1ｗｅｅｋ２weeks３weeks*＊

Pyrantel
pamoate

Pyrvinium
pamoatｅ

6２６２(１００％）６０(968％）５４(87.1％）

5６５６(100％）５３(94.Ｍ）４１(73.2(〉6）

＊Ａｎａｌｓｗａｂｔｅｓｔｓｗｅｒｅｍａｄｅａｔｌｓｔａｎｄ２ｎｄｄａｙｓ

ｉｎｅｖｅｒｙｗｅｅｋ．

*＊No.(96）receivedcompleteseriesofanalswａｂ
ｔｅｓｔｓ．

Table3Comparisonoftheresultsoftreatments

withpyrantelpamoateandpyrviniumpamoate

川…継鰯…`獺ｉ１Ｍｊ）
Ｎｏ．．

PyrantellOmg/k９ ６２５４５２(96.3％）
pamoate

Pyrvinium5mg/k９ ５６４１４１(100％）
ｐａｍｏａｔｅ

考察

Pyrantelpamoateは従来の駆虫剤とは異なった非染

色性のpyrimidine誘導体で，ＡｕｓｔｉｎａａＪ．（1966）に

よって合成され，最初pyranteltartrateの形として用

ｗｉｔｈｉｎａｎｄａｆｔｅｒ３０ｍｉｎｕｔｅｓ

＊ＮｅｇａｔｉｖｅｆｏｒｅｇｇｓｏｆＥ"Zeγ０６/zｲｓＴｅ７"ｚｉａｲﾙｧ,ｉｓ

ｔｈｒｏｕｇｈｔｈｅｗｈｏｌｅｓｅｒｉｅｓｏｆｅｘａｍｉnations．

Table4Sideeffectsobserved

ＴｉｍＭ……路p剛瞳N…V…g謡｡…lDmMMDru…d忠鶴:雪(r聖6..ＭＭ… rheaache
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pamoate
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いられたが，ついでCornwellandJones（1968）らに

よって，不溶性の更に毒性の低いpyrantelpamoateが

作られた．本剤は毒性が少なく，ヒトの嶢虫，鉤虫，蛆

虫などに対し同時にすぐれた駆虫効果を示す広域駆虫剤

として最近注目されているものである．著者らも前報に

おいて，本剤がアメリカ鉤虫およびヅピニ鉤虫の両者に

対し，従来用いられているbepheniumhydroxynaph‐

thoateおよびl-bromonaphthol（２）と比較して同等の

効果を示し，しかも副作用の少ないことを報告した．

本剤の嶢虫に対する効果については，最近各地で研究

されているが，何れも極めて良い成績が得られている．

たとえばBurrielaaJ．（1969）は，成人も含む86名の

嶢虫卵陽性者に10ｍｇ/kｇの投与量で本剤の錠剤（77名

に投与）或いは液剤（９名に投与）を１回投与し，投与

後１週から７回の連続検査の結果，８４名（97.7％）が治

癒と認められたと報告している．その際副作用として

は，錠剤をあたえた４歳の少女１名が嘔吐したのみで，

それ以外には認められなかったという．

またＢｕｍｂａｌｏｅＺａＺ．（1969）は28名の嶢虫卵陽性の

児童に10ｍｇ/kｇの投与量で本剤の液剤を投与し，１週後

から７回の検査で27名（96.4％）が治癒と認められたと

報告している．その際副作用としては，下痢，悪心，嘔

吐などが服薬当日に３名認められたという．

著者らの成績でも，pyrantelpamoate投与群では治

癒率は9696,pyrviniumpamoateで100％と何れもすぐ

れた効果を示し，両者に効果の優劣は認められなかっ

た．

嶢虫の駆虫後の効果判定については，小宮ら（1960）

はpyrviniumpamoateを用いた場合，駆虫後２週目か

ら３回検査と７回検査の結果を比較し，両者間に有意の

差は認められなかったことから，集団駆虫時の後検査と

しては３回の検査でほぼ満足され得るものとし，検査時

期については服用後２週前後とするのが妥当であろうと

云っている．著者らの成績でも１週後２回，２週後２

回，３週後２回の計６回の検査を行ったが，pyrantel

pamoateを投与した群では２週後の検査で１名，３週

後の検査で１名蠕虫卵陽`性者が見出されている．このこ

とから検査時期としては，２週～３週後に行うのがよい

と考えられる．嶢虫検査の場合数多く検査する方が正確

度は期待されるが，前述した如く，検査回数を増す程脱

落するものが増加するので，４回程度の検査をするのが

妥当と考えられる．

本剤投与時の副作用については，先にも述べた如く，

pyrviniumpamoate投与群においては服薬後30分以内

に悪心を訴えたものが37.5％,嘔吐を訴えたものが約9.0

％みられ，pyrantelpamoate投与群でも悪心を訴えた

者が約11.0％みられた.しかしこれらは一過性で１～２時

間以内に消退をみたこと，また服薬時に既にpyrvinium

pamoateの場合その色彩や味をみてその服用を拒否する

ものが少なからずみられたことを考えると，これらを薬

剤の真の副作用と考えるよりも，懸濁液そのものの性状

に問題があるように思われる．しかし今回は，placebo

は用いていないのではっきりしたことはいえない．小宮

ら（1960）も，pyrviniumpamoateの懸濁液を服用し

た生徒では，平均11％に悪心その他がみられたが，それ

らは極めて軽症一過性であったことや，成人または年長

児に対して行ったカプセル剤投与時に副作用発現者は全

くみられなかったことを考えあわせると，これらの児童

は一種の薬剤過敏症であったためと考えられるとしてい

る．薬剤によっては懸濁液と錠剤とでは，その効果の点

でも異なることがあると思われるので，剤形を選定する

に当っては十分I慎重に検討することが望まれる．

２４時間以内にみられたその他の副作用としては，ｐｙ‐

rantelpamoateでは62名中腹痛２名，下痢１名，頭痛

１名の計４名（6.5％)，pyrviniumpamoateの場合は

腹痛６名，頭痛２名でその内１名は重複しているので計

７名（12.5％）で，何れも軽度であった．

著者らが今回用いたpyrantelpamoateは，その効果

において，現在嶢虫の駆虫剤としてもっとも広く用いら

れているpyrviniumpamoateに比較して全く差のない

すぐれた薬剤であり又副作用の少ない点でもすぐれてい

ることが明らかにされた．特に本剤は，回虫（小林ら

1970)，鉤虫（横川ら，1970）に対しても著しい効果が

認められているので，単に嶢虫の駆虫剤としてのみなら

ず，従来求めてなかなか得られなかった回虫，鉤虫，嶢

虫など何れにも効果のある広域駆虫剤としてそのしめる

意義は大きいと思われる．

むすび

Pyrantelpamoateの懸濁液剤とpyrviniumpamoate

の懸濁液剤を用いて，嶢虫の集団駆虫を実施しその効果

および副作用を比較した．

すなわちpyrantelpamoatelOmg/kｇおよびpyrvi‐

niumpamoate5mg/kｇをそれぞれ１回投与とし，投

与後１週，２週，３週目にそれぞれ２回ずつ６回の検査

を行って，pyrantelpamoateでは96.3％，pyrvinium

pamoateでは100％と何れも極めて高い治癒率が得られ

た．

（４３）
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副作用の調査では服薬直後から30分以内に悪心，嘔吐

のみられたものがpyrantelpamoateでは11.3％であ

り，一方pyrviniumpamoateでは37.5％とかなり高率

であったが，これは薬剤の真の副作用というよりは，懸

濁液の』性状が及ぼす心理的影響が大きいものと思われ

た．それ以外の副作用としては，pyrantelpamoateで

は腹痛，下痢，頭痛のみられた者が6.5％，pyrvinium

pamoateでは12.5％みられたが,何れも軽度であった．

以上の如く，pyrantelpamoateは，その効果の点で

も，pyrviniumpamoateと全く差がなく，副作用の少

ない点でもすぐれていることが明らかにされた．特に

pyrantelpamoateは回虫，鉤虫など他の蠕虫に対して

もすぐれた効果がある点は，本剤の嶢虫駆虫剤としての

価値を更に広くするものと考えられる．
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! Abstract \
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MASS-TREATMENT FOR ENTEROBIASIS VERMICULARIS WITH

PYRANTEL PAMOATE

Muneo YOKOGAWA, Somei KOJIMA, Kunioki ARAKI,

Kyoko OGAWA and Munetoshi NIIMURA

{Department of Parasitology, School of Medicine, Chiba University, Chiba, Japa?i)

Noboru KAGEI and Michie KIHATA

{Division of Parasitology, Institute of Public Health, Tokyo)

Pyrantel pamoate suspension was compared with pyrvinium pamoate suspension in regard

to anthelmintic effect on Enterobius vermicidaris and to side effect incidence.

Pyrantel pamoate at a single dose of lOmg per kilogram of body weight as pyrantel base

or pyrvinium pamoate at a single dose of 5mg per kilogram of body weight as pyrvinium base

were given to the patients. With the scotch tape test for two consecutive days a week at 1, 2

and 3 weeks after administration, high cure rates were obtained as 96.3% (52/54) for pyrantel

pamoate and as 100% (41/41) for pyrvinium pamoate, respectively.

As for side effect the incidence of nausea and vomiting within 30 minutes after administra

tion of the drugs was 11.3% in the pyrantel pamoate group and 37.5% in the pyrvinium pamoate

group respectively. The authors suspect these are not true side effects, but rather psychological

effect due to appearance of the drugs as the form of suspension. As for other side effect,

abdominal pain, diarrhea and headache were observed in both drug groups ; 6.5% in the pyrantel

group and 12.5% in pyrvinium group. All of these side effects were mild and transient.

As mentioned above, pyrantel pamoate was found to be as effective as pyrvinium pamoate

in the treatment of Enterobius vermicidaris without any severe side effect. Furthermore pyrantel

pamoate exhibited high cure rates in the treatment of helminths other than Enterobius vermicidaris

namely Asca?~is lumbricoides, Necator americanus and Ancylostoma duodenale.

These facts will promote the value of pyrantel pamoate as anthelmintic.
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